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2つのファイルを結合させてひとつの

ファイルにしたいときってありますよ

ね。その場合、エディタやワープロソ

フトなどでファイルを開いて、「すべて

選択」→「コピー」→「貼り付け」な

んていう面倒くさい操作が必要になり

ます。

今回は、このメソッドの機能とド

ラッグ＆ドロップ機能を利用して、2つ

のテキストファイルを結合するプログ

ラムを作成してみます（図1）。

このプログラムには、次の処理を実

装します。
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この記事で取り上げたソースコード 
およびサンプルプログラムは、 
http://www.shoeisha.com/mag/windev/ 
からダウンロード可能です。 

サンプル 

ところが、.NET FrameworkのFile

クラスを使うと、メソッドの操作で簡

単にファイルを開き中身を他のファイ

ルに追加することができます（ただし、

Fileクラスで操作できるのはテキスト

形式のファイルのみ）。

図1：2つのテキストファイルをラベルにドラッグ＆ドロップすることで結合し、新たに
ファイルを作成する
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ファイル結合プログラムを作る

プログラムに2つのテキストファイルをドラッ

グ＆ドロップすると、それぞれのファイル名を

フルパスで取得する

System.IO.FileクラスのCopyメソッドで最初

のファイルをコピー。コピー先のファイル名は、

TextBoxに入力されたファイル名となる

処理2

処理1 同じくFileクラスのReadAllTextメソッドで、

もうひとつのファイルの中身を取り出す

AppendAllTextメソッドで、取り出した中身を

コピーしたファイルに結合する

不測の事態に備えてエラー処理を組み込む

SaveFileDialogコントロールのShowDialogメ

ソッドで結合したファイル名を取得する

次の操作に備えてドラッグ＆ドロップした2つ

のファイル名をクリアする

処理7

処理6

処理5

処理4

処理3

GUIの作成

今回は、図2のようなGUIを作成します。使用するコントロー

ルは、Label、Button、TextBox、SaveFileDialogの4つです。

各コントロールのプロパティ設定は、表1のようになりま

す。ポイントは、ドラッグ＆ドロップ機能を使えるようにす

るために、Label2とLabel4のAllowDropプロパティをTrueに

設定する点です。
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表1：各コントロールのプロパティ設定

Text A  結合するファイル
その１

Text ファイルをここにドロップ

TextAlign MiddleCenter

BorderStyle Fixed3D

AllowDrop True

Text B  結合するファイル
その2

Text ファイルをここにドロップ

TextAlign MiddleCenter

BorderStyle Fixed3D

AllowDrop True

Text C  作成するファイル名

Text Aのファイルの中身に、
Bのファイルの中身を
結合して、Cのファイ
ルを作成します。

Text 入力クリア

Text 結合実行

Text 参照...

DefaultExt txt

Filter テキストファイル｜*.txt

InitialDirectory c:¥

Text c:¥コピー.txt

コントロール プロパティ 設定値

ドラッグ＆ドロップ機能の予備知識

このプログラムでは、2つのLabelコントロールにド

ラッグ＆ドロップ機能を組み込みます。ここでは、コント

ロールのドラッグ＆ドロップの動作について説明します。

DragEnterイベントとDragDropイベント

マウスを使ってドラッグ＆ドロップを実行すると、コ

ントロールには2つのイベントが発生します。

まず、コントロール上にマウスポインタを置いてド

図2：今回作成するGUI




